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1．目的
2017 年 3 月，文部科学省は幼稚園，小学校，中学校の改正学習指導要領を告示した。この学習

























─  学生は「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を  
「望ましい授業実践」ととらえているか  ─
A Study on the“Class View” 
in Elementary School Teacher Training Course Students
-Do the students think “Active Learning” is a desirable lesson?-
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H 大学の小学校教員養成課程に属し，免許必修科目を履修している学生 93 名（第 1 学年 46 名，
第 2 学年 47 名）を調査対象者とし，授業時間内に調査内容，目的，及びデータの取り扱いについ
て説明した上で協力の依頼と質問紙を配付するとともに，回答記入後はすぐに回収をした。
調査時期

















A で質問した 6 組の項目について，学生自身による学びの設定，及び教師主導による学びの設
定の双方を学生に示し，「よい授業」では両者がどれくらいのバランスで導入されているととら







習者自身が見いだす授業」の平均値（第 1 学年 3.93，第 2 学年 4.38）が「必要な課題や問題が教
師から提示される授業」よりも高い値となった。また，「必要な課題や問題が教師から提示される
授業」については，第 1 学年（3.54）と比べて第 2 学年（3.68）は 0.14 ポイントの平均値の差と
なり，この値は第 1 学年と第 2 学年の比較において最も小さな値となった。
次に，「必要な課題や問題を学習者自身が見いだす授業」と「必要な課題や問題が教師から提示
される授業」を示し，「よい授業」ではどれくらいのバランスで導入されているかをたずねたところ，







授業」の平均値（第 1 学年 3.93，第 2 学年 4.53）が「課題や問題に対し，解法や考え方，テクニッ
クが教師から示される授業」よりも高い値となった。また，いずれの項目とも，第 1 学年と比べて
第 2 学年が 0.6 ポイント程度の平均値の伸びを示した。
次に，「課題や問題に対し，解法や考え方・テクニックを学習者自身が見いだす授業」と「課題
や問題に対し，解法や考え方，テクニックが教師から示される授業」を示し，「よい授業」ではど
























者自身が効果的な学習方法を考え実施する授業」の平均値（第 1 学年 4.00，第 2 学年 4.43）が「教
師が学習方法について効果的な方法を指示している授業」よりも高い値となった。また，双方の項
目について，第 1 学年と第 2 学年の平均値を比較したところ，どちらも 0.4-0.5 の微増であった。
次に，「学習者自身が効果的な学習方法を考え実施する授業」と「教師が学習方法について効果
的な方法を指示している授業」を示し，「よい授業」ではどれくらいのバランスで導入されている







力したりしながら課題に取り組む授業」の平均値（第 1 学年 4.48，第 2 学年 4.70）が「個人で課
題に取り組む授業」の値（第 1 学年 2.89，第 2 学年 3.64）よりも大幅に高く，その差はすべての
項目の中で 2.65 と最も大きい結果となった。一方，「個人で課題に取り組む授業」については，第



















身が情報を整理する授業」の平均値（第 1 学年 4.17，第 2 学年 4.49）が「学習者の意見発表よりも，
教師が必要な情報を整理し学習者に提示する授業」の値よりも大幅に高く，その差は（4）に次い




はどれくらいのバランスで導入されているかをたずねたところ，第 1 学年が 4.02，第 2 学年が 3.79
の値となり，中間値の 3 よりも大きく「意見を発表する機会が多く，それらの意見から学習者自身





























い授業」ではどれくらいのバランスで導入されているかをたずねたところ，第 1 学年が 2.63，第 2







に関する項目）」において，第 1 学年，第 2 学年とも大きな値を示している。このことから，学生
が感じている「よい授業」の印象として，「グループ活動を通して意見を出しながら協力し学習者
自身で課題に取り組む授業」の傾向にあることが推測できる。
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